
















センサスのない社会」 とし、話 し合 う場がなく、 また話 し合いによっても合意に至 り難い社会










調査によれば、成人が 「してみたい生涯学習の内容」の上位 には、1「 趣味的なもの(音 楽、





出された報告書 「学習 ・秘められた宝」では、国際化 した現代社会に向けて 「学習の四本柱」
の中でも 「共に生 きることを学ぶ」重要性を強調 している(4)。近年 日本でもボランティア活動
に関心が深 まっている。 しかしながら、上記のように私たちの一般的な学習の興味対象は、な
かなか他者へは及びにくいことがわかる。他者に目を向け、世話をすることは、家庭内では親
として子 どもの世話 していく役割があるが(5)、社会的な世話の役割は、学習 とはみなされ難い
のである。







に子育てを終 えた世代に対 して現代の母親と子 ども、家庭教育についてインタビュー調査 を行
う。これらの考察か ら、現代の子育ての問題点をあげて質問紙を作成し、現在子育て中の母親、





1.家 庭教育 における大人 と子 どもの共生
近年、社会の各場面で共生が必要 とされている。人を対象とした共生関係では、障害をもつ
人 との共生、外国人との共生、男女の共生などがあげられる。(7)個人の尊厳 と平等な関係性 を
確認 し合い、これを尊重 していくために共生の視点は重要である。








問に対 し、「ほっとする」 と答えた子どもは59%、 以下 「あまりしない」20%、 「ぜんぜん しな
い」21%で あり、「その日の出来事 を家の人に話 しますか」では、「毎日話す」は34.6%、 以下
「時々話す」44。8%、 「あまり話さない」10.8%、 「ぜんぜん話さない」9。4%と なっている。約4
割の子 どもが、家に帰ったときにほっとしないと回答しているこの調査からは、家庭は子ども
たちにとって、その日一日に考えたり、感 じた りしたことを表現 し、受けとめてもらえる場で
は必ず しもないことがわかる。
小玉亮子は子どもを 「自らを語らない者」 としてとらえている(10)。「自らを語 らない者」の
本来の意味は、西洋の植民地支配にあった第三世界の人々、特に女性はサバルタン(服 従者)























現代の子 ども、母親、子育てについてインタビューを行った。実施時期は2003年8月 から9月 、




生涯学 習時代 における家庭教育 のあ り方(内 山 淳子)
2-1.現 代 の子 ど も と教 育 環 境 につ い て
「現 代 の 子 ど も と教 育 環境 につ い て ど う思 い ます か 」 とい う質 問 に対 して 、 次 の よ う な 回 答
が得 られ た 。
・以前の子 どもは、士域 の だ とノ・ い か ら 瓜'で って たつ カが の プロセス ミ った①け
れ ど、今 はそれがない ようだ。子 どものや りたい事、子 どもの本性 は今 も昔 もあま り変わ らないので
はない か。 ど の時 ・が 立に よって しば られて、一 ど の意思が'甬らtい ②ように思 う。頑 固な子
どもがい ないのか。(50代 前 半女性)
・挨拶 を しない子 ど もが多 い。 同居 の孫 も起 きて きて何 も言わなかったが、す るようにと注意 をす ると、
段 々とする ようになった。疲 れてい るような時には しないよ うだが。学校や 友人関係 で は、気 を遣 っ
て疲れ てい るようだ。③(70代 後半男性)
・孫 たちは、テ レビで何 で も新 しい こ とを知っていて、歳 を とった私た ちが知 らない ことも多 い。だか
ら、子 どもたちは人か ら教 わって初めて知 るようなことが無 くて④先生や 親か ら教 わるこ とが少 ない。
遊 び方 も教 える ことがない。 卩で は'で 窯 っていて、お金 え せ ば0'こ とが で る ⑤待 った
り、辛抱 した りす ることもで きない。(60代 後半男性)
・若い親 は、叱 るべ き時に叱 らず、時折感情 的に怒 ってい るように思 うことがあるが 、むやみ に親 に叱 ら
れて も子 どもはす ぐに謝 ってい るようだ。聞 き分 けのいい子が、「良 い子iと されているように思 う。⑥
(60代後半女性)
・どこの家 もサ ラ リーマ ンになって しまって、家 で仕事 をする職人が いな くな った。仕事 の時間 も長 い
し今の人 は耐 え られないのだ ろう。 それで どの家 の子 も皆、同 じよ うに競 争 をし始 めた。親雌
に学 業で競争 に勝 って もらわ ない と不安で仕方が ない⑦のだ ろう。手 先が器用 な どの、子 どもの得 意
なこ とが活か されるこ とが ない。⑧(70代 前 半男性)
現代 の 子 ど も と教 育 環 境 につ い て の イ ン タ ビュ ー か ら、 次 の よ うな こ とが 考 え られ る 。 子 ど
もの 世界 で も地域 の つ な が りが な くな っ て い る(下 線 ①)。 地 域 の 遊 び 場 が 減 り、 遊 び の種 類 が
コ ン ピ ュー タ ゲ ー ム な ど個 人 的 な遊 び に な っ て い る こ と も原 因 で あ ろ う。 子 ど も た ちへ の 評 価
は 学 業 一律 にな りが ち で あ り、 そ の他 の個 性 を伸 ば して 熔 く機 会 が乏 しい(下 線 ⑧)。 子 ど もの
将 来 像 を案 ず る 親 に とっ て は、 成 績 が 良 い こ とが 最 も安 心 で きる材 料 で あ る(下 線 ⑦)の か も
しれ ない 。 す る と、 親 の 生 活 の多 様 化 とは 反 対 に、 子 ど もた ち の生 活 は一 律 化 して い く と もい
える だ ろ う。 子 ど もた ち の 自由 な 時 間 は 少 な く、 親 に よ っ て時 間管 理 さ れ て い る(下 線②)。
また 、 子 ど もた ち の 生 育 環 境 に は消 費 と メデ ィ アが 入 り込 む こ と に よ り、 大 人 た ちが 子 ど も
の 生 活 態 度 につ い て 身 近 で教 育 す る機 会 が 少 な くな っ て い る こ とが指 摘 さ れ て い る(下 線 ④ ⑤)。




2-2.現 代 の親 、家 庭 教 育 につ い て
「現 代 の若 い親 と家 庭 教 育 に つ い て ど う思 い ます か 」 とい う質 問 に対 して 、 次 の よ うな 回 答
が得 られ た 。
・昔 は嫌 で も地域 の人に子 どもや親 は色 々な ことを教 わっていた
。今 の若 い親は上の世代 に対 して距離
を置い てい るように思 う。挨拶 はす るが、それ以上 はぴった りと扉 を閉 ざしてい る感 じがす る。地域
の重要性が忘れ去 られている0若 い親 同士 も、 よそ よそ しい。公 園デビューな どはデ ビュー して当然
であっ て、何 を言 っているのか解 らない。 また、1が な△ ・に ・宀 宀で る よ'だ 量 を る甥一
がないのではないか。①(60代 後半女性)
・ 一ど がハ さいヒか ら、冫密 を 口づ1し たが るよ'に 思'② エスカ レーターの入 口で(子 どもが小
さい時 に良い学校 に入れる ことで)親 が安心 してい る ようだが、 これ は本 来の教育ママ ではないので
はないか。(50代 前半女性)
・自分 のこ とで精一杯。③ だか ら、傍 にいて子 どもは安心 で きない。 同居 している娘の子 どもは、私の傍
で寝 るのが安心す ると言 って、隣 に寝ている。(70代 後半男性)
・のんび りした母親が少 ない ように感 じる
。tが で なかった を ど に其待 して、 △ の竝
争 のために勉強 させてい る感 じもある。④ そ れでいつ まで も子離 れがで きない。問題 を起 こす子 どもの
親 は、見栄を張って子 どもを育 てている親が多 いので はないか。(中 略)子 どもは塾通いな どで忙 しい。
ど を心 でbが 六 る時 ・な どない と思'⑤(70代 前半男性)
・母 親が知識 をもって賢 くなった ように思 うが
、子育て の知恵 とは別の もの ではないか。特 に子 どもが
小 さい頃は、賢母で はな くて も、温か て憑 柱洳い 海 で る ことの が ど に とっては 七 だ と
墨1⑥(50代 後半女性)
・今朝 、鳥が散 らか したゴ ミの掃 除 を雨 の降る中で して いた時 、傍 を通 りかか った登校 中の小学生 の女
の子が 「ご苦労様です」 と言 って行っ た。 いつ も知 らぬ顔で通 りす ぎる子 どもが多 いので驚 き、疲れ
が吹 き飛んだ気持 ちだった。 立は どん な を してい るの か 耳いてみたい と思 った それ らい珍 しい
皇 だ9⑦(70代 後半男性)
現 代 の若 い 親 に つ い て の 質 問 に対 して は、 子 ど もの 学 業 成 績 に熱 心 で あ り、 挨 拶 な どの 生 活
面 に対 して ぱ関 心 が少 な い親 が多 い とい う意 見 が多 くみ られ た(下 線 ⑤ ⑦)。 家 庭 教 育 にお い て
知 識 を優 先 す る よ うに な り(下 線 ⑥)、 子 ど もへ の愛 情 と 自分 の 自己 実現 が交 錯 して い る(下 線
④)こ とが 危 惧 され て い る。
現 代 の親 は子 育 て に対 して 気 持 ち の余 裕 が な く、 親 自身 が 未 熟 で あ る こ とが 指 摘 され て い る
(下線 ① ③)。 現 代 は家 庭 教 育 の 目標 が よ り短 絡 的 に な り、 子 ど もが 小 さ な 頃 か ら、 目先 の 目標
に 向 か っ て急 か して育 て る親 の様 子(下 線 ②)が うか が え る。
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2-3.自 分 の 子 育 て を振 り返 って 思 うこ と
「自分 が して きた子 育 て につ い て、 信 念 や経 験 談 が あ りま した らお 話 し下 さい」 及 び 「大 人 と
子 ど もの関 係 につ い て どの よ うに思 い ますか 」 とい う 問い に対 して、 次 の よ うな回答 が 得 られ た。
・私の子育て は、今の子育てに比べ る と 「気の長い子育て」だ と思 う。 自分の子 どもを信 じて、「お 祈 り1
してい るようなもの。① 子 どもの人柄 を信 じてい るか ら、子 どもは(状 態が)ひ どく悪 くなる前 に戻っ
て くると思 う。(50代 前半 女性)
・働 きなが ら、子育て をして きた。周 りの皆 で育 てて もらった とい う思 いがあ る。② 一人で育てた とは思
わ ない。 両親 とは別居 だったが、夏休み な どに祖 父母 の ところへ 預けた ことで、子 どもた ちは別の生
活 と価値観 を学べ たことが良か った。③(50代 後半 女性)
・人は何か を学ぶため に、今そ この場所 に出てきた登場人物であ るように考 えているので、今はた また ま
自分の子 どもだけれ ど、一人の人格 という気が してい る。神様か ら授 かった子どもとい う、ム髄 畏
れ多 さの ようなものが今 はな くなっているように思 う。④ 今の親子 関係は、親が前に出たいお母さんが多
いのでは。子 どもを受け入れるとい うお母 さんの役 を楽 しんでい ない人が多いのでは。(50代 前半 女性)
・孫 は 自分の家 に くる と、 まず仏壇 に手を合わせ に行 く。私た ち夫婦が している まね を小 さい頃か らし
ている。 そ ういうことは親で は教 えられない と思 う。⑤ 妻は孫 に厳 しい事 もあ るので、孫 はやって くる
と 「おばあ ちゃんいる?」 と聞 く。私 はいつ も可愛 がって甘やか している と思 うが、そ うい う所が あ
って も良い と思 う。⑥(60代 後半男性)
・若い親 には子 どもを触 りま くる、こそば りま くる…こ とを勧め る。 スキ ンシップ は子 ど もとの隙 間を
埋盤 ⑦ 子 どもに安心感があれは、子 どもが少 し大 きくなって嫌 なことが あったときにもそれ
を親に喋 って くる。 の時 は、 ど が 雨 して 瓜でま・節 しているのだか ら、黙 って 耳いて げる
ことが大切 と思 う。⑧(50代 前半女性)
・子 どもが成 長する と、私 よ り教 育 を受けてお り、理論的 に子 どものほ うが正 しい こ ともあるが、 その
時には子 どもの考 えを認 めてあげるこ とが大切。母 親は子 どもをより(大 き く)育 て ることが 目的で、
自分の意見 を通す ことが 目的ではない。⑨(60代 後半女性)
こ の世 代 の 人 々 の 子 育 て に は、 は じめ に子 ど もの 存 在 を畏 れ多 い と思 う気 持 ちが あ り(下 線
① ④)、 そ れ が 地域 の 人 の援 助 を受 け た り(下 線 ② ③)、 子 ど もの個 性 や 意 思 を認 め る(下 線 ⑧)
と い った 、 柔 軟 で 開 放 的 な家庭 教 育 につ な が っ て い る可 能 性 が あ る。
祖 父 母 の 存 在 は、 親 と は違 った 子 ど もへ の役 割 が あ る と述 べ られ て い る(下 線 ⑤ ⑥)。 子 ど も
に とっ て そ の よ う な非 日常 的 な空 間 は 、彼 ら に一 種 の安 ら ぎ と人 間 的 な厚 み を与 え る の で は な
い だ ろ う か 。 現 代 は地 域 の広 場 、 秘 密 の 隠 れ 家 、 祖 夫 母 の家 な ど、 家 庭 と学 校 以 外 の子 ど もの
自 由 な居 場 所 が 少 な くな っ てい る よ う に思 わ れ る。
ま た、 子 育 て の潤 滑 油 と して笑 顔 、 ユ ー モ ア とス キ ン シ ッ プが勧 め られ て い る(下 線 ⑦)。 こ
れ らは、 子 ど も と対 等 に対 話 し、子 ど もの 心 を 開 い て い くた め の き っか け で もあ る だ ろ う。 そ
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のために、親には気持ちのゆとりと冷静さが同時に要求される。親は子 どもを所有するのでは







にどんな支援 ・学習方法が求め られているかを検討 してい く。
【調査の概要】
調査対象者は、京都市及び愛知県の都市部に在住する①年少の子どもが0歳 から11歳 の子 ど
もをもつ現在子育て中の母親150名(回 収率83.3%)、 ②既に子育てを終えた高齢女性40名(回
収率61.5%)で ある。調査実施時期はいずれも2003年9月 である。なお分析には、統計パ ッケ




自分の年齢 人数 下の子どもの年齢 人数 子どもの人数 人数 自分の年齢 人数 孫の有無 人数
20代 前 半2 2歳未満35 1人38 40代4 な し10
20代 後 半11 4歳未満51 2人47 50代10 有 り30
30代 前 半56 6歳未満35 3人30 60代15
30代 後 半56 6歳以上29 4人3 70代11
40代 前 半25
調査内容は(1)「 子育て中の母親の意識 と求められている学習 ・支援方法」 と(2)「 子育て中
の母親への地域高齢女性による支援授受」である。以下に各調査の概要及び結果 と考察を示す。
3-1.調 査(1)子 育て中の母親の意識と求められている学習 ・支援方法
インタビューから指摘 された現代の子育ての課題 をもとに、子育て中の母親の子 ども観、子
育てへの肯定感・積極性、自己実現 と子育ての葛藤、子育て・家庭教育に対する学習 と支援の4
つに関して設題を作成 した(設 問項 目の詳細内容は表2を 参照)。
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これらの設題に対 して、調査対象者①子育て中の母親に 「そう思う・やや思う ・どちらともい
えない ・どちらか というと思わない・思わない」の5段 階評定から回答してもらった。そして、
これらの相関関係、また学習要求 との関係を検討 した。
次に、母親の具体的な子育ての様子を知るために、「子育てでどんなことに悩むか」(質 問項
目は図6を 参照。1つ 選択)、 「子育てに悩みや迷いがあったとき、どのように解決するか」(質
問項目は図7を 参照。2つ まで選択)の 質問をした。
【結果と考察】
表2は 質問紙調査で尋ねた子育て中の母親の意識をまとめたものである。平均値は 「そう思
う・やや思う ・どちらともいえない ・どちらか というと思わない・思わない」のそれぞれを5・
4・3・2・1点 として算出したものを示 している。※の項 目について、後に詳 しく検討する。
表2
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これらの回答の平均値をみると、子育てに肯定的な 「子 どもを育てることで自分も成長 して









図2の ように、子育てに肯定的であると思われる 「子 どもを育てることで自分も成長 してい
る」と強 く感じている母親ほど、「子育てに信念がある」及び 「子 どもの話を聞くのが好 き」 と
感じると回答していた。また、「子どもを育てることで自分も成長している」 と強 く感 じている














圈信念があると思 う 囲やや思 う □ どちらともいえない
□ どちらかというと思わない 團 信念かあるとは思わない
X'一=34.849PGO.01
図2「 子 ど も を育 て る こ とで 自分 も成 長 して い る」と「子育 て に信 念 が あ る」の関 連 性(%)
すなわち、子育てに肯定的な母親は、子 どもを理解することに積極的であり子育てにビジョ





次に、子育てに否定的であると思われる、「子 どものいない生活に戻 りたい」及び 「子育て中
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は社会から孤立しがちである」 と答えた母親について検討する。「子 どものいない生活に戻 りた
い」と強 く感じている母親ほど、子ども観において 「元気がある」、「しっかりしている」及び
「勉強熱心である」とは感 じていなかった。また、図3に みられるように、「子 どもの話を聞く
のが好き」及び 「子育てに信念がある」 という項目に対 しては否定的にとらえている。





圈 話 を聞 くのが好 きと思 う 圜 やや思 う
□ どちらともいえない □ どち らかとい うと思 わない








図3「 子 ど もの い ない 生 活 に戻 りたい 」と「子 ども の 話 を聞 くの が 好 き」 の関 連 性(%)
調査結果から、子育てをする生活に否定的な感情 をもつ 「子 どものいない生活に戻 りたい」
と感 じている母親ほど、子 どもとの会話など積極的な子 どもとの関わ りを好まず、母親役割を
楽 しむことができないことがうかがえる。一方、子 どもがいるために社会とのつなが りがもち








團 あればいい とは思 う 圈 やや思 う □ どちらともいえない








図4「 子育て中は社会 から孤立 しがち」と「気軽に子育 てにつ いて学習で きる所があればいい」の関連性(%)
「子 どものいない生活に戻 りたい」 と思う母親役割 自体に否定的な母親は子育てに関する学習要









年齢が高い子 どもをもつ母親ほど 「子 どもに早 く自立 して欲 しい」 と感 じていた。 また、
10%水 準の棄却率ではあったが、同様に年齢が高い子どもをもつ母親ほど 「子育てと仕事の両
立がしたい」と感じている点が注目に値する。子 どもが小 さいほど母親の迷いやス トレスが多
いかと思われたが、子育てに関する肯定感や否定感、学習 ・支援要求には、母親 と子 どもの年
齢による差は見 られなかった。




仕事を希望する、M字 型就労 といわれる女性の仕事形態に準 じる結果となった。
〈子育ての学習 ・支援について〉
子育て・家庭教育は本来母親だけでなく、父親によっても行われるものであるが、図5に みら
れるように 「子 どものいない生活に戻 りたい」と強 く思う母親ほど、「夫と共同で子育てしてい






團共 同 で して いる と思 う 國 やや思 う □ どち らともい えない








図5「 子 ども の い ない 生 活 に戻 りた い」 と 「夫 と共 同 で 子 育 て して い る」 の 関 連 性(%)






立 しがちであると感 じる時、その子 どもも社会から孤立 していると考えられよう。
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また、子育てに関する 「情報 ・知識」、「話 し合いの場」、「一時預か り」及び 「学習の場」の
4種 類の学習 ・支援要求のそれぞれの間に強い関連が見られた。1つ の支援を強 く望んでいる
母親ほど、他の支援 も必要 と感じているのである。 しかし、消極的な母親の学習要求は社会に
反映されにくい。現在の子育て支援策では保育所の充実など働 く母親を対象 としたものが目立




法」の設問に対 して、図6及 び図7の ような結果が得られた。
子 どもの健康状態














とも多 く、「子 どもの健康状態」(14.8%)「 子どもの将来」(ll.4%)と 続いている。インタビ
ューの指摘では、子 どもの学業に対 しては熱心だが日常的な子 どものしつけを怠 りがちな現代




「子育てに悩んだ時の解決法」では 「夫」に相談する人の割合が38.9%と 最 も多い。先の調
査 において、子育てに否定的な感情をもつ母親は夫の手助 けがないと感 じていた結果 と同様、
この結果か らも母親の子育てパー トナーとして夫への期待は大 きいことがわかる。父親の子育
てへの理解と協力が重要であ り、育児の相談相手 となるための時間的余裕がもてるような社会
整備が必要である。続いて悩みの解決法 として、「同年代の友人」 に相談する母親の割合が
















0 10 20 30 40 50
図7子 育てで悩んだときの解決法(相 談先)(%)
現代はインターネットや育児雑誌 によって問題解決をする母親が多いかと予測 したが、少な










の援助について」(質 問項目は図8を 参照。1つ 選択)、 「上のような子育てを助けることに、何






子 どもをもつ家族が暮 らす地域において、子育て中の母親の支援者 と考えられる、子育てを
終えた高齢女性の意識は図8及 び図9に 示す結果となった。
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特に援助 したい と思 わない
0 10 20 30 40
図8子 どもや若い母親への援助について(%)
小 さい子 どもと会 う場所がない

















子育て中の母親の中で、地域の高齢女性が行う 「子育ての相談会に参加 したい」人は 「思 う」、
「やや思う」を合わせて36.0%で あ り、「子 どもを預かって くれるなら頼みたい」人は 「思う」
「やや思う」を合わせて47.3%で あった。これより、現代の母親は地域社会との接触を回避する
そ う思、う






















ところで、調査(1)に おいて、「子育て中は社会から孤立 しがちである」 と感じている母親
ほζ"、「子育てに関する学習の場」や 「子 どもを一時的に預かってくれる場」を求めているとい
う結果が得 られたが、 この母親群 と、地域の子育て女性による支援である 「子育ての相談会」










ついてである。子どもとの会話や教育といった子 どもとの関わ りへの積極性 は、肯定的な子育
て観や子ども観と関連があった。学習要求に関 しては 「社会から孤立しがちである」 と感 じて
いる母親は、子育てについての学習 ・支援要求が強かった。また、母親の役割に否定的な母親
は夫の子育てへの協力が得 られていないと感じていた。














生涯学習時代 にお ける家庭教育のあ り方(内 山 淳子)
極 的 な 「語 らな い 」 母 親 た ちが あ り、 家庭 内 や 社 会 で の 人 間 関 係 か ら孤 立 しが ち な母 親 は子 育
てへ の 否 定 感 や 学 習 要 求 が 強 い こ とが 調 査 か ら示 さ れ た 。 社 会 進 出 に積 極 的 な母 親 へ の 支 援 ば
か りで は な く、 子 ど も との生 活 に 閉 塞 感 を感 じが ち な 母 親 に対 して 、 社 会 的 な 出 会 い を提 供 す
る学 習 機 会 と子 育 て の 支 援 が 必 要 で あ る。
同 時 に、 子 育 て 経 験 者 の声 が 反 映 され に くい 現 状 が あ る 。 イ ンタ ビ ュー で は、 高齢 者 か ら現
代 の家 庭 教 育 に対 して 様 々 な意 見 が 聞 か れ た の に拘 らず 、 質 問 紙 調 査 にお い て は、 子 ど もや 若
い母 親 へ の 関与 に 消 極 的 ・否 定 的 な傾 向 が あ っ た 。 潜 在 的 な 支 援 力 は活 か され る こ とが な い 。
ま た 、現 代 の 母 親 は同 世 代 で あ る夫 や 友 人 に子 育 て の 支 援 を求 め る傾 向 が あ り、 世 代 間 の 隔 た
りが うかが え た。
「社 会 に よ る子 育 て 」 を掲 げ 、 子 育 て にお け る学 習 ・支 援 の 機 会 を設 け る際 に 、 そ の 基 盤 と
な る コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの と り方 が 検 討 され な け れ ば な ら ない 。 原 ひ ろ子 は、 ア メ リ カ人 社 会
に お い て 、 大 変 熱 心 に交 流 を も ち合 お う とす る コ ミ ュ ニ テ ィの あ り方 を 、 ア ノ ミー の 中 で は、
話 し合 う こ とに よ り、 折 り合 っ て い く しか な い とい う人 々の 知 恵 で あ った と して い る。(12)多様
性 の 中 で私 た ち は いか に 自 閉 的 に な らず 、社 会 と関 わ りなが ら発 達 して い く こ とが で きる の か 。
成 人 の 生 涯 学 習 活 動 と して 、他 者 を も視 野 に置 い た 学 習 が 、 私 た ち 自身 の生 涯 発 達 に と り必 要
で あ る と思 わ れ る。
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